




Developing a rugby training centre affiliated with university
Makoto NISHIKI
キーワード：ラグビー，強化拠点，大学，経営資源






























































図 1  ナショナルトレーニングセンター体系図
















































































































































































































































































































































































必要であろう。また， 3 棟ある宿泊施設も， 2
棟はかなり老朽化が進んでおり，2008年に新築
された学生用宿泊施設は寝室が 8 人部屋のため，
リラックスして休養できる環境が整っていると
は言い難い。近隣のホテルからも距離があるた
め，宿泊施設の改築が望まれる。
3 ）カネ
授業や課外活動のために整備された大学の施
設であることから，施設の維持費以外経費が掛
かることは基本的にない。しかし，強化拠点と
して機能するためには，前述のようにそれを運
用する専属スタッフの配置や施設の増改築が必
要になってくる。
ただ文部科学省からナショナルトレーニング
センター競技別拠点として指定を受けると，助
成金による施設の高機能化や専任ディレクター
の配置が可能になるという。ラグビーの強化拠
点はまだ指定を受けていないが，2016年からオ
リンピック種目への採用が決まったことから，
今後いずれかの施設が指定される可能性は大い
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にある。本学が指定を受けるためには，少なく
とも国際規格のラグビー場を整備する財源が必
要になってくるであろう。
ただ，施設の増改築などの資産については金
銭面での投資が必要であろうが，専属スタッフ
を配置して様々なプログラムが展開できるので
あれば，諸外国で取り組まれているように，受
講料や施設利用料を徴収したり，スポーツ健康
センターの施設を活用したサービスを提供した
り，事業からその人件費を埋めるだけの収入を
確保することはそれほど難しくないと考えられ
る。また，大学という研究機関の利点を活かし
た研究費の獲得や，ネーミングライツなどのス
ポンサーシップも検討してみる必要があろう。
4 ）情報
スポーツ健康科学部の教員が持つ知的財産は
当然のことながら，日本ラグビー協会や国際ラ
グビー機構をはじめ，JOCやJISSとも繋がりを
持ち，ラグビーやスポーツ科学の最新情報を入
手できる人材を多く保有している。また，大学
トップレベルのラグビー部を軸に，全国各地に
繋がるラグビーのネットワークを持つ。
しかしながら，スポーツ健康科学部が設置
されて 4 年しか経過していないことから，ラグ
ビーあるいはスポーツの競技力向上に必要な
研究や技術開発，人材教育を推進し，情報の
収集・分析・蓄積・発信を質量ともに向上さ
せなければならない。また，体育系大学として
の認知がまだ低く，大学自体も中堅規模である
ことから，より多くの情報資源が出入りする情
報ネットワークを構築する必要があろう。また，
スポーツ健康科学部の他に経済学部や流通情報
学部などを擁することから，それらの情報資源を
有効に活用する施策を検討してみる価値があろう。
5．まとめ
2000年にスポーツ振興基本計画が公布されて
以来，国際競技力向上のための強化拠点の整
備がJOCや各競技団体において検討されてきた。
しかし日本のラグビー界においては，ワールド
カップの自国開催，オリンピック種目への採用
が決まった現在でも，具体的な施策が示されて
いるわけではない。
前述で挙げたようにいくつかの課題はあるも
のの，本学にある既存の経営資源をラグビー強
化拠点の構築にインプットすることで，次に挙
げる成果をアウトプットできると考える。
①　合宿・遠征のトレーニング
トップレベルの競技者が集中的・継続的にト
レーニングを行うことで，大学の教員・学生が
最先端の情報や技術に触れ学ぶことができる。
トップレベルの強化拠点となることで，さらに
経営資源が集まりトレーニング機能が向上した
施設を学生が利用することができる。
②　選手・指導者を育成するアカデミー事業
人的資源と知的財産を活かした国際競技に必
要な高度な人材を育てることで，大学に新たな
人的資源と知的財産が生まれる。附属高校や地
域クラブと連携した一貫指導システムや大学カ
リュキュラムを活かしたセカンドキャリア支援
プログラムも構築できる。
③　地域のスポーツ中核拠点
上記の成果を地域に還元することで，地域に
おけるラグビーの競技力向上と普及促進が期待
される。また，他競技種目と連携することで地
域スポーツ全般に対して，あるいはビジネスや
観光といった分野と連携することで地域活性に
対してイノベーション主体となり得る。
上記の成果は，文部科学省から強化拠点の指
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定を受けなくても実現可能なアウトプットであ
る。本文で論じたように，諸外国でも取り組み
が進んでいるが，整備されるまでの背景や経緯
は様々であり，どのような組織が主導するかに
よって運用形態やその目的や成果も異なってく
る。その必要性が高まっているにもかかわらず
有効な手立てが打たれていない今，そして新し
く設置されたスポーツ健康科学部として特色を
示していくためにも，既存の経営資源を活用し
て本学を基盤にしたラグビー強化拠点が構築で
きる可能性が高いことと，その試みにチャレン
ジすることの重要性をここに提案することとす
る。
